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第 1 章  流域と河川の現況  

第 1節  流 域 の 概 要  

チ マ イ ベ ツ 川 は 、 そ の 源 を 北 海 道 室 蘭
む ろ ら ん

市 の 北 部 に 位 置 す る 室 蘭 岳

（ 911m）に 発 し 、室 蘭 市 と 伊 達
だ て

市 の 境 界 を 南 か ら 西 に 向 き を 変 え な が ら

流 下 し 、並 行 し て 流 れ る 支 川 ペ ト ト ル 川 を 河 口 付 近 で 合 流 さ せ 太 平 洋 に

注 ぐ 、流 域 面 積 16.6km 2、幹 川 流 路 延 長 11.2km の 二 級 河 川 で あ る 。流 域

は 北 海 道 の 南 西 部 に 位 置 し 、 室 蘭 市 、 伊 達 市 の ２ 市 で 構 成 さ れ て い る 。 

河 川 名 の 由 来 に は 諸 説 あ る が 、一 説 で は ア イ ヌ 語 の「 チ マ イ ペ・オ ッ・

イ 」（ 焼 乾 鮭 ・ 多 く あ る 所 ） が 、 チ マ イ ペ オ チ 、 チ マ イ ペ ツ 、 チ マ イ ベ

ツ と 転 訛 し た も の で あ る と 言 わ れ て い る 。（ 出 典 名 ： 北 海 道 の 川 の 名 ）  

 

 (地 形 ・ 地 質 ) 

流 域 の 地 形 は 、室 蘭 岳 南 西 側 の 比 較 的 緩 や か な 斜 面 を 流 下 す る 上 流 部

と 、平 坦 な 氾 濫 源 を 有 す る 中 下 流 部 と に 大 別 さ れ る 。上 流 部 で は 南 西 方

向 へ の 流 路 を 主 体 と し て い る が 、中 下 流 部 で は 西 南 西 か ら 西 へ 流 路 を 変

え て 流 下 し て い る 。  

流 域 の 地 質 は 、上 流 域 は 、第 四 紀 更 新 世 の 室 蘭 岳 火 山 群 に よ る 火 山 性

岩 石 で あ り 、 山 頂 か ら 源 流 部 ま で は 安 山 岩 質 岩 石 か ら な る 室 蘭 岳 溶 岩 、

そ の 下 流 は 火 山 角 礫 岩 及 び 凝 灰 角 礫 岩 か ら な る 室 蘭 岳 集 塊 岩 で あ る 。中

下 流 域 は 、 礫 ・ 砂 ・ 粘 土 か ら な る 氾 濫 原 堆 積 物 で 構 成 さ れ て い る 。  

 

(気 候 ) 

チ マ イ ベ ツ 川 流 域 の 気 候 は 、内 浦 湾
う ち う ら わ ん

に 面 し て い る こ と か ら 海 水 の 影 響

を 受 け 、夏 冬 の 温 度 差 や 最 深 積 雪 量 は 内 陸 に 比 べ 少 な く 、比 較 的 温 和 な

気 候 で 、 年 平 均 気 温 は 約 9℃ で あ る 。 年 間 降 水 量 は 約 1,200mm と 道 内 の

平 均 的 な 降 水 量 と な っ て い る 。  

 

(人 口 ・ 産 業 ) 

チ マ イ ベ ツ 川 流 域 が 位 置 す る 室 蘭 市 と 伊 達 市 の 人 口 は 、 昭 和 40～ 50

年 代 ま で 増 加 し 、そ の 後 室 蘭 市 で は 減 少 、伊 達 市 で は 横 ば い の 傾 向 に あ

り 、平 成 22 年 の 調 査 で は 2 市 合 わ せ て 約 13.1 万 人 と な っ て い る 。世 帯

数 は 、 昭 和 50 年 代 ま で 増 加 し 、 そ の 後 、 室 蘭 市 で は 横 ば い 、 伊 達 市 で

は 増 加 を 続 け 、 平 成 22 年 の 調 査 で は 2 市 合 わ せ て 約 6.0 万 世 帯 と な っ

て い る 。  

基 幹 産 業 は 、共 に 第 2 次 、第 3 次 産 業 が 中 心 で あ る が 、伊 達 市 で は 第

1 次 産 業 も 1 割 以 上 を 占 め 、 北 海 道 平 均 の 約 7％ と 比 較 し て 第 1 次 産 業

の 割 合 が 高 く な っ て い る 。室 蘭 市 で は 第 2 次 産 業 の 割 合 が 3 割 近 く を 占

め 、 北 海 道 平 均 の 約 17％ と 比 べ て 高 く な っ て い る 。  
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図 -1 チ マ イ ベ ツ 川 水 系 流 域 図  

 

(風 土 ・ 文 化 ) 

室 蘭 市 は 、 400 年 以 上 前 か ら 天 然 の 良 港 に 恵 ま れ た 交 通 の 要 衝 と し て

知 ら れ 、 明 治 33 年 に 室 蘭 町 と な っ て 以 来 、 日 本 製 鋼 所 、 日 本 製 鉄 な ど

の 工 場 が 次 々 と 操 業 を 開 始 し 、優 れ た 技 術 を 持 つ 工 業 都 市 と し て た く ま

し い 発 展 を 続 け て き た 。 一 方 、 伊 達 市 は 明 治 3 年 、 仙 台 藩 一 門 の 亘 理
わ た り

領

主 伊 達
だ て

邦 成
く に し げ

ら の 集 団 移 住 を 発 端 に 、農 業 を 中 心 と し た 現 在 の 繁 栄 を 築 き

上 げ 、 古 い 歴 史 と 輝 か し い 伝 統 を 持 つ 町 と し て 知 ら れ て い る 。  

そ の よ う な 中 に あ っ て チ マ イ ベ ツ 川 流 域 は 、古 く か ら 採 草 地 と し て 利

用 さ れ 、「 支 笏
し こ つ

・ 洞 爺
と う や

国 立 公 園 」 へ と 連 続 す る 緑 豊 か な 丘 陵 地 や 山 に 恵

ま れ た 景 観 を 保 ち つ つ 、サ ケ・マ ス 孵 化 事 業 の 大 き な 実 績 も 上 げ て い る 。 

 

(レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 ) 

下 流 で 運 転 を 開 始 し た 西 胆 振
い ぶ り

地 域 廃 棄 物 広 域 処 理 施 設 周 辺 一 帯 で は 、

西 胆 振 地 域 の 活 動 拠 点 「 エ コ ロ パ 西 い ぶ り 」 と し て 、 焼 却 余 熱 を 利 用 し

た ス ポ ー ツ 施 設 「 げ ん き 館 ペ ト ト ル 」 が 整 備 さ れ て い る 。 ま た 、 上 流 に
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は キ ャ ン プ 場 や 運 動 公 園 、宿 泊 研 修 施 設 な ど を 備 え た「 室 蘭 岳 山 麓 総 合

公 園 」が 整 備 さ れ 、中 下 流 に は 街 区 公 園 と し て「 か ぜ の 子 ふ れ あ い 公 園 」

や 「 幡 守
は ん し ゅ

公 園 」 が あ り 、 生 活 の 中 の 緑 地 と し て 親 し ま れ て い る 。  

 

 
室 蘭 岳 山 麓 総 合 公 園  

 

 

(土 地 利 用 ) 

流 域 内 の 土 地 利 用 は 、流 域 の 約 95％ が 山 地 で あ る が 、農 業 を 主 な 産 業

と し て 、中 下 流 域 の 丘 陵 地 は 採 草 地 、平 地 部 は 水 田 と し て 利 用 さ れ て い

る 。 近 年 に お い て は 、 国 道 37 号 沿 い を 中 心 に 宅 地 化 が 進 ん で い る 。 下

流 域 に は 西 胆 振 地 域 廃 棄 物 広 域 処 理 施 設 が あ る 。  

 

(交 通 ) 

計 画 区 間 の チ マ イ ベ ツ 川 流 域 に は 、道 央 札 幌 、千 歳 方 面 と 道 南 函 館 方

面 を 結 ぶ 交 通 の 動 脈 で あ る 、 道 央 自 動 車 道 、 JR 室 蘭 本 線 、 国 道 37 号 が

横 断 し 、 主 要 な 交 通 網 が 集 中 し て い る 。  

 

(自 然 環 境 ) 

チ マ イ ベ ツ 川 上 流 域 で は 、緩 や か な 斜 面 の 山 間 地 を 流 れ な が ら 早 瀬 と

淵 を 持 つ 多 様 な 流 れ を 形 成 し て い る 。丘 陵 地 に 出 る と 中 流 域 と な り 、山

地 と 畑 地 の 境 を 段 丘 沿 い に 蛇 行 し て 流 れ 、下 流 域 で は 平 坦 な 氾 濫 源 か ら

感 潮 域 を 経 て 太 平 洋 内 浦 湾 に 注 い で い る 。  

砂 礫 底 と 瀬 淵 が 連 続 し 、豊 か な 河 畔 林 に 覆 わ れ た 河 道 は 、魚 類 に と っ

て 良 好 な 環 境 を 創 出 し て お り 、秋 季 に は サ ケ が 大 量 に 遡 上 す る 河 川 と な

っ て い る 。 河 畔 林 に は 、 希 少 種 の エ ゾ エ ノ キ が 生 育 し て い る 。  
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第 2 節  河 川 の 現 状 と 課 題  

１ ． 治 水 の 現 状 と 課 題  

チ マ イ ベ ツ 川 及 び ペ ト ト ル 川 は 、 河 川 断 面 が 狭 小 で あ る こ と か ら 出 水

の た び に 氾 濫 を 繰 り 返 し 、 積 み ブ ロ ッ ク 護 岸 に よ る 災 害 復 旧 工 事 が 部 分

的 に 行 な わ れ て い た 。 し か し 、 昭 和 48 年 8 月 に は 浸 水 面 積 47ha、 浸 水

家 屋 47 戸 、 昭 和 56 年 8 月 に は 浸 水 面 積 35ha、 浸 水 家 屋 45 戸 の 甚 大 な

洪 水 被 害 が 発 生 し た こ と か ら 、 チ マ イ ベ ツ 川 で は 昭 和 62 年 に 河 口 よ り

2.7km 区 間 の 小 規 模 河 川 改 修 事 業 に 着 手 し 、 下 流 の 約 1.2km に つ い て 工

事 が 完 了 し て お り 、 引 き 続 き 改 修 を 進 め る 。 一 方 、 支 川 の ペ ト ト ル 川 で

は 、 依 然 流 下 能 力 が 不 足 し て お り 、 治 水 安 全 度 の 向 上 が 必 要 と な っ て い

る 。  

 

  

（ S56.8 氾 濫 写 真 ）  

  

（ H7 護 岸 崩 壊 写 真 ）  

 

表 － １  既 往 洪 水 被 害 概 要 表  

発 生 年 月  起 因  
総 雨 量  
(室 蘭 ) 

浸 水 面 積  浸 水 家 屋  

昭 和 36 年 10 月  低 気 圧  194mm 30ha 不 明  

昭 和 48 年 8 月  

台 風 10 号  
く ず れ の  
低 気 圧  

173mm 47ha 47 戸  

昭 和 56 年 8 月  台 風 15 号  226mm 35ha 45 戸  
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２ ． 河 川 の 利 用 及 び 河 川 環 境 の 現 状 と 課 題  

河 川 水 の 利 用 に つ い て は 、 チ マ イ ベ ツ 川 と ペ ト ト ル 川 で 、 か ん が い 用

水 及 び 水 道 用 水 と し て 利 用 さ れ て い る ほ か 、チ マ イ ベ ツ 川 で は 養 魚 用 水

と し て も 利 用 さ れ て い る 。  

水 質 に つ い て は 、「 公 共 用 水 域 に お け る 生 活 環 境 の 保 全 に 関 す る 環 境 基

準 」 に よ る 類 型 指 定 は さ れ て い な い が 、 平 成 17 年 度 の 調 査 （ チ マ イ ベ

ツ 川 1 点 、ペ ト ト ル 川 1 点 ）に よ る と 、国 道 橋 に お け る BOD(75％ )値 が 、

チ マ イ ベ ツ 川 で 0.8mg/l、 ペ ト ト ル 川 で 1.3 mg/l と 、 環 境 基 準 AA 又 は

A 類 型 相 当 と な っ て お り 、 良 好 な 水 質 で あ る 。  

河 川 空 間 の 利 用 に つ い て は 、 チ マ イ ベ ツ 川 で は 平 成 9 年 よ り 毎 年 、 室

蘭 漁 業 協 同 組 合 が 地 元 の 子 供 た ち と サ ケ の 稚 魚 放 流 を 行 っ て お り 、ペ ト

ト ル 川 で は 、近 隣 小 学 校 の 授 業 や 施 設 の イ ベ ン ト で 川 遊 び や 水 生 昆 虫 観

察 が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 上 流 域 に は 、 室 蘭 岳 山 麓 総 合 公 園 な ど の 散 策

空 間 が あ り 、 室 蘭 岳 へ の 登 山 ル ー ト の 一 部 と し て も 親 し ま れ て い る 。  

 

チ マ イ ベ ツ 川 上 流 域 で は 、サ サ ‐ ダ ケ カ ン バ 群 落 、エ ゾ イ タ ヤ ‐ シ ナ

ノ キ 群 落 を 主 体 と し た 森 林 に 、エ ゾ リ ス や エ ゾ ア カ ネ ズ ミ な ど 多 く の 動

物 が 生 息 し 、 オ オ タ カ や ハ イ タ カ な ど の 猛 禽 類 が 姿 を 見 せ る 。  

中 流 域 で は 、蛇 行 し て 流 れ る 川 の 両 岸 に 、ハ ン ノ キ 群 落 を 主 体 と し た

河 畔 林 が 連 続 し て い る 。砂 礫 底 が 見 え る 清 流 に ヤ マ メ（ サ ク ラ マ ス ）や

カ ン キ ョ ウ カ ジ カ な ど が 泳 ぎ 、そ れ ら を 狙 う カ ワ セ ミ な ど の 鳥 類 が 生 息

し て い る 。 秋 季 に は サ ケ の 産 卵 床 が 広 範 囲 で み ら れ る 。  

下 流 域 で は 、ヤ ナ ギ を 主 体 と し た 河 畔 林 と 、河 岸 に は ヨ シ 群 落 や ス ゲ

群 落 が み ら れ る 。感 潮 域 に は ヌ マ チ チ ブ 、ア シ シ ロ ハ ゼ な ど の 魚 類 が 生

息 し 、秋 季 に は サ ケ が 群 れ を な し て 川 を の ぼ る 姿 が み ら れ る 。春 季 に は

オ オ ジ シ ギ な ど の 鳥 類 が 飛 来 す る 。  

 

近 年 の 河 川 環 境 は 、 生 態 系 上 の 貴 重 な 自 然 、 沿 川 住 民 の 憩 い の 場 等 、

さ ま ざ ま な 面 に お い て 地 域 社 会 の 期 待 が 高 ま っ て い る 。こ の た め 、地 域

社 会 に お け る 河 川 環 境 の こ れ ら の 貴 重 な 機 能 に か ん が み 、治 水 、利 水 機

能 を 確 保 し な が ら 動 植 物 の 生 息・生 育 の 場 で あ る 瀬 淵 や 河 畔 林 を 保 全 し 、

新 た に 掘 削 す る 放 水 路 で は 可 能 な 限 り 草 本 植 生 な ど の 河 川 環 境 を 創 出

す る な ど 、 河 川 環 境 を 保 全 ・ 整 備 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

参 考 ： 平 成 12 年 度  

   平 成 17 年 度  
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（ 上 流 域 写 真 ）  （ 中 流 域 写 真 ）  

 

  
（ 下 流 域 写 真 ）  （ 河 口 写 真 ）  
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第 2 章  河川整備計画の目標に関する事項  

本 河 川 に お け る 河 川 整 備 の 基 本 方 針 と し て は 、 河 川 改 修 の 経 緯 、 水 害

発 生 の 状 況 、 河 川 利 用 の 現 状 、 河 川 環 境 の 保 全 を 考 慮 し 、 既 存 の 利 水 施

設 等 の 機 能 維 持 に 配 慮 す る と と も に 、 生 物 多 様 性 国 家 戦 略 2012-2020、

北 海 道 自 然 環 境 保 全 指 針 等 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 関 係 機 関 の 事 業 と も 調 整 を

図 り な が ら 、 整 備 に あ た っ て の 目 標 を 明 確 に し て 、 河 川 環 境 に 配 慮 し た

治 水 対 策 を 推 進 す る 。  

 

第 1 節  計 画 対 象 区 間  

チ マ イ ベ ツ 川 水 系 河 川 整 備 計 画 の 計 画 対 象 区 間 は 、 表 － ２ 、 図 － １ に

示 す 北 海 道 知 事 管 理 区 間 と す る （ 2 河 川 L=10.2km）。  

そ の う ち 本 整 備 区 間 の 対 象 と な る 優 先 整 備 区 間 は 、北 海 道 知 事 管 理 区

間 の う ち 、 表 － ３ 、 図 － ２ に 示 す L=1.8km 区 間 と す る 。  

 

表 － ２  計 画 対 象 区 間 一 覧 表  

※  ﾍﾟﾄﾄﾙ川 放 水 路 0.3km は 、 施 設 完 成 後 に 知 事 管 理 区 間 に 指 定  

 

表 － ３  優 先 整 備 区 間 一 覧 表  

 

河 川 名  
北 海 道 知 事 管 理 区 間  

上 流 端  下 流 端  延 長

ﾁﾏｲﾍﾞﾂ川  

左 岸  室 蘭 市 香 川 町 196 番 地  
右 岸  伊 達 市 南 黄 金 町 263 番 地

海  
7.8km

ﾍﾟﾄﾄﾙ川  
室 蘭 市 石 川 町 196 番 地 先 の上

流 端 を示 す標 柱  

チ マ イ ベ ツ 川 へ の 合 流 点  
 2.4km

ﾍﾟﾄﾄﾙ川  

放 水 路 ※  
ペ ト ト ル 川 か ら の 分 流 点  

チ マ イ ベ ツ 川 へ の 合 流 点  
（ チ マ イ ベ ツ 2 号 橋 上 流 ） 

0.3km

河 川 名  
優 先 整 備 区 間  

上 流 端  下 流 端  延 長

ﾁﾏｲﾍﾞﾂ川  
放 水 路 合 流 点  
（ チ マ イ ベ ツ 2 号 橋 上 流 ）  

室 蘭 市 石 川 町 93 番 地 先  
（ SP1200）  

1.5km

ﾍﾟﾄﾄﾙ川  
放 水 路  

ペ ト ト ル 川 か ら の 分 流 点  
チ マ イ ベ ツ 川 へ の 合 流 点  
（ チ マ イ ベ ツ 2 号 橋 上 流 ） 

0.3km
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第 2 節  計 画 対 象 期 間  

本 整 備 計 画 の 計 画 対 象 期 間 は 河 川 整 備 計 画 策 定 か ら 概 ね 20 年 間 と す

る 。  

本 計 画 は 、 こ れ ま で の 災 害 の 発 生 状 況 や 現 時 点 で の 流 域 の 社 会 状 況 ・

自 然 状 況 ・ 河 道 状 況 に 基 づ き 策 定 さ れ た も の で あ り 、策 定 後 の こ れ ら の

状 況 の 変 化 や 、 新 た な 知 見 ・ 技 術 の 進 捗 等 に よ り 、 適 宜 見 直 し を 行 う も

の と す る 。  
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図 － ２  チ マ イ ベ ツ 川 流 域 優 先 整 備 区 間 平 面 図  
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ペトトル川 →

チマイベツ川 →

■ ●

太
平
洋

河川整備計画対象区間 チマイベツ川 L=7.8km

河川整備計画対象区間 ペトトル川 L=2.4km

ﾍﾟﾄﾄﾙ川放水路
L=0.3km

チマイベツ川
L=1.5km

 

図 -３  河 川 整 備 計 画 対 象 区 間 及 び 優 先 整 備 区 間 概 略 図  

 

整備済区間

優先的に整備を行う区間

当面整備の予定のない区間

整備の必要のない区間

■ 基準地点 （第2チマイベツ橋）

● 主要な地点（チマイベツ橋（国道橋））

凡　　例
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第 3 節  洪 水 等 に よ る 災 害 の 発 生 の 防 止 又 は 軽 減 に 関 す る 事 項  

チ マ イ ベ ツ 川 流 域 の う ち 、 沿 川 の 人 口 、 資 産 の 状 況 、 現 況 流 下 能 力 、

災 害 の 発 生 状 況 等 を 踏 ま え 、チ マ イ ベ ツ 川 及 び ペ ト ト ル 川 放 水 路 で 優 先

的 に 河 川 整 備 を 行 い 、洪 水 等 に よ る 災 害 の 発 生 の 防 止 又 は 軽 減 を 図 る も

の と す る 。  

 

ペトトル川 →

70 16

チマイベツ川 → 90 160 160

■ ●

凡例： ■ 基準地点 （第2チマイベツ橋）

● 主要な地点 （チマイベツ橋（国道橋））

太
平
洋

優先整備区間
（チマイベツ川）

L=1.5km

優先整備区間

（ﾍﾟﾄﾄﾙ川放水路）
L=0.3km

 

図 -４ 整 備 計 画 目 標 流 量 配 分 図  （単 位 ：m 3 /s）  
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第 4 節  河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 す る 事 項 及

び 河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 す る 事 項  

 

河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 し て は 、チ マ イ ベ

ツ 川 水 系 の 水 が 、 か ん が い 用 水 、 水 道 用 水 、 養 魚 用 水 と し て 利 用 さ れ て

い る 実 態 を 踏 ま え 、河 川 の 利 用 状 況 や 水 量 ・ 水 質 の 把 握 を 継 続 す る と と

も に 、利 水 の 現 況 や 動 植 物 の 保 護 等 を 考 慮 し て 、良 好 な 水 環 境 の 保 全 に

努 め る も の と す る 。こ れ ま で に 記 録 と し て 残 っ て い る 渇 水 被 害 は 生 じ て

い な い が 、流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 の た め に 必 要 な 流 量 に つ い て は 、引

き 続 き デ ー タ の 蓄 積 に 努 め 、 今 後 さ ら に 検 討 を 行 う も の と す る 。  

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 し て は 、自 然 環 境 や 河 川 の 利 用 状 況 等 に つ

い て 、必 要 に 応 じ て 調 査 を 実 施 し 、豊 か な 川 の 流 れ に 育 ま れ て き た 多 様

な 動 植 物 の 生 息 ・ 生 育 環 境 の 整 備 と 保 全 に 努 め る も の と す る 。 特 に 、 豊

か な サ ケ 産 卵 環 境 を 有 す る 現 況 河 道 は 手 を 加 え ず に 保 全 す る 。ま た 、河

川 の 整 備 改 修 の 実 施 に あ た っ て は 、地 域 の 意 見 を 踏 ま え つ つ 、必 要 に 応

じ て 関 係 機 関 や 専 門 家 の 意 見 を 聞 き な が ら 、治 水 上 支 障 の な い 限 り 河 畔

林 の 保 全 を 行 う な ど 、治 水 と 環 境 が 調 和 し た 、後 世 に 残 す べ き 良 好 な 河

川 環 境 と な る よ う 努 め る も の と す る 。 ま た 、 工 事 の 実 施 に 当 た っ て は 、

希 少 種 等 が 新 た に 発 見 さ れ た 場 合 は 、必 要 に 応 じ て 専 門 家 等 の 意 見 を 聞

き な が ら 河 川 環 境 な ど の 保 全 に 努 め る も の と す る 。  
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第 3 章  河川整備の実施に関する事項  

 

第 1 節  河 川 工 事 の 目 的 、種 類 及 び 施 行 の 場 所 並 び に 当 該 河 川 工 事 の 施

行 に よ り 設 置 さ れ る 河 川 管 理 施 設 の 機 能 の 概 要  

（ １ ）  河 川 工 事 の 目 的  

昭 和 48 年 8 月 降 雨 に よ り 発 生 す る 洪 水 を 踏 ま え 、 河 道 掘 削 等 の 整 備

に よ り 災 害 発 生 の 防 止 又 は 軽 減 を 図 る 。  

 

（ ２ ） 施 工 の 場 所  

 河 川 工 事 の 施 工 の 場 所 は 、 表 － ４ に 示 す 区 間 と す る 。  

 

表 － ４  優 先 整 備 区 間 一 覧 表  

 

（ ３ ） 河 川 工 事 の 種 類  

河 道 の 掘 削 、 護 岸 の 整 備 、 放 水 路 の 整 備 等  

 

（ ４ ） 河 川 工 事 施 行 に よ り 設 置 さ れ る 河 川 管 理 施 設 の 機 能 の 概 要  

主 要 地 点 に お け る 計 画 高 水 位 及 び 川 幅 に つ い て は 付 図 に 示 す 。  

 

（ ５ ） 環 境 へ の 配 慮 事 項  

河 床 の 産 卵 床 や 河 岸 の 貴 重 植 物 の 保 全 に 配 慮 し て 、現 況 の 河 床 及 び 河

岸 を 保 全 し 、現 況 河 道 沿 い の 水 際 の 河 畔 林 を 極 力 保 全 す る た め 、現 況 河

道 の 整 備 は 行 わ ず 、分 水 路 を 整 備 す る 。分 水 路 及 び 放 水 路 の 整 備 に あ た

っ て は 、 可 能 な 限 り 草 本 植 生 な ど の 河 川 環 境 を 創 出 す る 。  

河 川 名  
優 先 整 備 区 間  

上 流 端  下 流 端  延 長  

ﾁﾏｲﾍﾞﾂ川  
放 水 路 合 流 点  

（ チ マ イ ベ ツ 2 号 橋 上 流 ）
室 蘭 市 石 川 町 93 番 地 先  

（ SP1200）  
1.5km 

ﾍﾟﾄﾄﾙ川  
放 水 路  

ペ ト ト ル 川 か ら の 分 流 点  
チ マ イ ベ ツ 川 へ の 合 流 点  

（ チ マ イ ベ ツ 2 号 橋 上 流 ）  
0.3km 
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第 2 節  河 川 維 持 の 目 的 、 種 類 及 び 施 行 の 場 所  

１ ． 河 川 の 維 持 の 目 的  

河 川 の 維 持 管 理 は 、地 域 の 特 性 を 踏 ま え つ つ 、洪 水 に よ る 災 害 発 生 の

防 止 及 び 軽 減 、 河 川 の 適 正 な 利 用 、 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 、 河 川 環 境

の 整 備 と 保 全 等 、 総 合 的 な 観 点 か ら 適 切 な 実 施 に 努 め る も の と す る 。  

実 施 に あ た っ て は 、 自 然 や 環 境 へ の 配 慮 を 行 う よ う に 努 め る も の と す

る 。  

２ ． 河 川 の 維 持 の 種 類 及 び 施 行 の 場 所  

（ 河 川 の 巡 視 及 び 点 検 ）  

平 常 時 は 定 期 的 に 河 川 巡 視 を 行 い 、河 川 管 理 施 設 の 状 況 、河 岸 や 河 道

内 の 状 況 等 を 把 握 す る 。出 水 時 に は 降 雨 や 河 川 水 位 の 状 況 か ら 、河 川 管

理 施 設 の 状 況 や 異 常 の 発 生 の 有 無 を 把 握 す る た め 、河 川 巡 視 を 行 う 。出

水 後 ・ 地 震 後 等 は 河 川 管 理 施 設 の 点 検 を 実 施 し 、 被 災 状 況 を 把 握 し 、 適

切 な 処 置 を 行 う 。  

 

（ 河 道 の 維 持 管 理 ）  

出 水 等 に よ り 土 砂 が 堆 積 し 、洪 水 時 の 流 下 の 阻 害 と な る な ど 、治 水 上

支 障 が あ る と 想 定 さ れ る 場 合 に は 、河 川 の 流 下 能 力 の 維 持 の た め 、周 辺

の 河 川 環 境 に 配 慮 し つ つ 、 掘 削 等 の 適 切 な 処 置 を 行 う 。  

ま た 、河 床 低 下 が 著 し い 場 合 に は 、護 岸 構 造 物 の 基 礎 が 露 出 す る な ど

災 害 の 原 因 と な る た め 、 早 期 発 見 に 努 め る と と も に 、 河 川 管 理 上 、 支 障

と な る 場 合 は 、 必 要 な 対 策 を 実 施 す る 。  

 

（ 伐 採 、 除 草 に よ る 維 持 ）  

流 水 の 阻 害 や 河 川 構 造 物 に 悪 影 響 を 与 え る 樹 木 等 に つ い て は 、環 境 に

配 慮 し な が ら 必 要 に 応 じ て 伐 採 を 実 施 す る な ど 適 切 な 管 理 に 努 め る 。ま

た 、 堤 防 の 法 面 等 に つ い て は 、 亀 裂 ・ 法 崩 れ な ど の 異 常 を 早 期 に 発 見 す

る た め 、 必 要 に 応 じ て 堤 防 除 草 を 実 施 す る 。  

 

（ 堤 防 、 護 岸 の 維 持 ）  

堤 防 、 護 岸 に つ い て は 、 定 期 的 に 河 川 巡 視 を 行 い ､法 崩 れ 、 亀 裂 、 陥

没 等 の 異 常 に つ い て 早 期 発 見 に 努 め る と と も に 、河 川 管 理 上 の 支 障 と な

る 場 合 に は 、 必 要 な 対 策 を 実 施 す る 。  
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（ 河 川 構 造 物 の 維 持 ）  

樋 門 、樋 管 、護 岸 等 の 河 川 構 造 物 は 、適 正 に 操 作 す る と と も に 、所 要

の 機 能 を 発 揮 で き る よ う 定 期 的 に 点 検 ・ 整 備 を 実 施 し 、必 要 に 応 じ て 補

修 や 更 新 を 行 う な ど 適 切 な 維 持 管 理 を 実 施 す る 。  

 

（ 備 蓄 資 器 材 ）  

備 蓄 資 器 材 は 、円 滑 な 防 災 活 動 等 が 行 え る よ う 適 切 に 備 蓄 す る 。ま た 、

定 期 的 に 備 蓄 資 器 材 の 点 検 や 、保 管 状 況 を 把 握 す る と と も に 不 足 の 資 器

材 を 補 充 す る 。  

 



16 

第 4 章  河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項  

 

第 1 節  河 川 に 関 わ る 調 査 ・ 研 究 等 の 推 進 に 関 す る 事 項  

河 川 整 備 、 維 持 、 管 理 の 基 礎 資 料 と す る た め 、 水 文 観 測 を 継 続 的 に 進

め る ほ か 、 必 要 に 応 じ 水 質 調 査 や 河 川 周 辺 の 生 態 調 査 等 を 行 い 、 デ ー タ

の 収 集 に 努 め 、 河 川 改 修 後 の 環 境 へ の 影 響 等 に つ い て の 調 査 ・ 研 究 を 関

係 機 関 の 協 力 を 得 な が ら 継 続 し て 実 施 し て い く 。  

 

第 2 節  河 川 情 報 の 提 供 に 関 す る 事 項  

雨 量 ・ 水 位 情 報 等 の 河 川 情 報 に つ い て は 、 平 常 時 の 河 川 利 用 や 洪 水 時

の 防 災 情 報 と し て 活 用 す る た め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 を 用 い 地 域 住 民 や 関

係 機 関 等 に も 幅 広 く 提 供 し 、 河 川 情 報 の 共 有 に 努 め る 。  

ま た 、 計 画 規 模 や 現 況 流 下 能 力 を 超 え る 洪 水 に 対 し て 極 力 被 害 の 防

止 ・ 軽 減 を 図 る た め 、 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り 、 必 要 に 応 じ て 浸 水 想 定 区

域 図 の 作 成 や ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 支 援 等 を 行 い 、 地 域 の 防 災 力 の 向 上

に 努 め る 。  

河 川 事 業 の 紹 介 ・ 河 川 愛 護 ・ 美 化 思 想 の 普 及 等 、 河 川 に 関 す る 広 報 活

動 ・ 情 報 提 供 を 行 い 、 河 川 事 業 に 関 し て 広 く 理 解 を 得 ら れ る よ う に 努 め

る と と も に 、 地 域 住 民 の 治 水 、 利 水 、 河 川 環 境 に 関 す る 知 識 の 向 上 と 親

水 思 想 の 高 揚 を 図 る 。  

水 質 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 は 、 事 故 状 況 を 的 確 に 把 握 し 、 関 係 機 関 へ

の 速 や か な 連 絡 、 事 故 後 の 流 量 、 水 質 等 の 継 続 的 な 監 視 、 迅 速 な 事 故 処

理 等 を 関 係 機 関 と 協 力 し て 行 う 。  

 

第 3 節  地 域 や 関 係 機 関 と の 連 携 等 に 関 す る 事 項  

洪 水 時 の 水 防 活 動 を 迅 速 か つ 円 滑 に 行 う た め 、 そ の 主 体 と な る 自 治 体

と 関 係 機 関 、 河 川 管 理 者 に よ り 、 連 絡 体 制 の 確 認 や 水 防 訓 練 等 、 水 防 体

制 の 充 実 を 図 る と と も に 、 備 蓄 資 器 材 の 備 蓄 状 況 な ど 関 連 す る 情 報 に つ

い て 共 有 化 を 図 る 。  

地 域 特 性 や 地 域 住 民 の ニ ー ズ を 反 映 さ せ た 河 川 整 備 の 実 施 と 河 川 管 理

を 目 指 し 、 地 域 住 民 ・ 関 係 機 関 と の 連 携 に よ っ て 、 川 づ く り へ の 住 民 参

加 や 子 供 た ち へ の 環 境 教 育 の 場 を 提 供 す る な ど の 利 活 用 が 図 ら れ る よ う

努 め る 。  
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計画起点 B.P.
SP40

SP355SP90
SP760

基準地点
第2千舞別橋(国道橋)

朔望平均満潮位
H.W.L.=T.P.+0.70

※整備計画河床高：整備計画における河川工事や施設の維持管理を行う際の参考値

JR橋千舞別橋

SP197.95
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チマイベツ川　縦断図
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